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生涯学習セクターの指導者養成における大学の役割
－セントラル・ランカシャー大学を事例としてー
矢　 口　 悦　 子 ＊
イギリスでは、学校教員のみならず生涯学習セクターの指導 者も国の定める教員資格を
取得することが義務づけられている。多様な職業教育や一般 教育、さらに大学準備教育な
どを提 供している継続教育カレッジでは、年間300 万を超える人々が学習をしているが、そ
こでの教員は大学等の高等教育機関と連携して養成してきた。本稿では、3つのカウンティ
にまたがる13の継続教育カレッジとネットワークを組み、教師教育プログラムを提供している
セントラル・ランカシャー大学を事例として、その養成の仕組みについて明らかにする。生涯
学習セクターの学習者が持つ多様な職業経験を生かし、大学のアカデミックな研究方法と
統合しようとするアプローチを紹介する。
キーワード：継続教育カレッジ、成人教育セクター、指導者養成、省察、アカデミッ
ク・リサーチ、大学教育
は じ め に
成 人 教 育 に 長い 伝 統を有 す るイギリスで は 、学 校 教
育を 終了してか らも人 々が 様 々 な動 機 によっ て 自分 に
必 要な 学 習 を続 け ることの 出 来る機 会 が 用 意 され てき
た。なか でも、継 続 教 育カレッジ は 、義 務 教 育 終了 後
の 若 者を 主 たるター ゲットとし た 大 学 入 学 準 備 の ため
のコ ー スと職 業 能 力 を身 につ けるた めの 各 種 コー ス、
成 人 の ため の 多 様 な資 格 取 得 コー スを 有 す る典 型 的
な 機 関で あり続 けて きた 。さらに、成 人 教 育 セ ンター
や 民 間 の 団 体で も教 育 訓 練 は 実 施 されて おり、継 続
教 育 カレ ッジ を含 め た生 涯 学 習 セクタ ー の 指 導 者 養
成と教 育 の 質 を 保 証 す るため の 努 力 が 重 ねられ てき
た。 長い 間 、指 導 者 は チュー ター と呼 ば れ 、自らも学
習 者 であっ たケ ー スが多くみられ 、そ の サイクル 自 体
も特 徴であり、チ ューターが 果 たしてきた 役 割とそ の 力
量 形 成 は 重 要 なテ ーマ として 考 えられ てきた。筆 者 は
これ まで 労 働 者 教 育 協 会 に お けるチ ュー ター の役 割
や 、ラスキン・カレッジ にお ける ユ ー ス＆ コミュニティ・
ワ ーカ ー の養 成 につ い て 紹 介して きた[ 矢 口,   2006,2008]
。しかしながら、21 世 紀 に 入って急 展 開 を見 せ
てい る職 業資 格 教 育と生 涯 職 能 開 発 の 推進 によって 、
生 涯 学 習 セ クター の指 導 者 にも教 員資 格 取 得 が 義 務
づ けられ 、そ の 資 格 の 認 定を めぐ って は 大 学を 含 む
＊やぐち えっこ 東洋大学文学部教育学科
民 間 の多 様 な機 関 が 関 わり、非 常 に複 雑 な 様 相 を呈
している。
木 稿 で は 、イギリスにお い て変 革 が繰 り返され て き
てい る継 続 教 育を 中 心とした 生 涯 学 習セ クター に お け
る指 導 者 の 養 成 と大 学 の果 た す 役 割 に つ いて 、 最 新
の 動 向 を整 理 するとともに 、具 体的 な 事 例を 基 に 検 討
を試 みる。
本 テ ーマ に 関 連 する先 行 研 究 は多 数あるが 、2000
年 代 に入っ てからの 状況 に関 する研 究として は、 技 能
重 視 の 教 育 政 策 の 転 換 に つ い て の 上 杉 の 歴 史 的 研
究[上 杉, 2011] 、姉 崎 による 高等 教 育 に 関 する包 括 的
な研 究 があ げられる[姉 崎,   2008]。また 、教育 関 連 職
員 の養 成 に つ い ては 、 筆 者 が 新し い 資 格 の 基 準 とそ
れ に対 応したテキストや 教 育 方 法 につ いて の 紹 介 を行
った[矢 口20 川 。 同 様 の背 景 を持つ オー ストラリア のア
ダルト・エ ヂュケーター(Adult Educator) の養 成 につ い
て の研 究も発 表されてい る[中村 、入江 、村 田,2010] 。
特 に 、本稿 が引き継ぐ直 近 の 先 行 研 究として は 、黒
柳 による『 現 代イギリスの 教 育 論 』がある。そこで は「継
続 教 育 制 度 の 考 察 一技 能・雇 用・資 格 の 改 革 と関 連
して ー」と題 する章 を設 け 、2003 年 から2010 年 まで を
対 象として、矢 継 ぎ早 に 出されている職 業 技 術 教 育 に
関 わる継 続 教 育 政 策を それ ぞ れ の 報 告 書 を引 用しつ
つ 解説してい る[黒 柳,  2011, ペ ージ:160-176] 。黒 柳
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は 、トニ ー・フレ ア政 権からゴ ードン・ブラウン 政 権 、そ
し て保 守・自 由党 による連 立政 権 へ と移り変 わる 中で 、
若 者 へ の 職 業 教 育 と同 時 に 成 人 全 般を 対 象 として 社
会 的 に 不利 益を受 け ている層 へ の 対 応 や 、地 域 課 題
へ の 取り組 みなど 包 括 的 で 多 様な 機 能 が 期 待され て
きた継 続 教 育カレッジか ら、職 業 教 育 機 関 とし て一 層
特化 される方 向 に 向 かってきていると指 摘し、イギリス
にお ける成 人 教 育 の 伝 統 的 な価 値 で あるリベ ラル ア
ーツ重 視 の 方 向 へ の 転 換を 期 待し ている。しかしな が
ら、以 下 に述 べるように、現 実 はどうもそこで 懸 念 され
ている方 向 にひ た すら進 んで いるように思 わ れる。
ここで 対 象 とす る教 育 領 域 の 用 語 につ い てで ある
が 、継 続 教 育カレッジ は 、若 者 の 職 業 教 育 へ の 社 会
的 要 請 の 高まりを受 け 、 現 在14 歳 からの 職 業 教 育 を
実施し てい るた め に、義 務 教育 終 了 後 の主 に 成 人 の
た めの 教 育 機 関とは 呼 べ なくなってい る。また2000 年
代 初 めの 政 策 用 語 の転 換 に 伴 い 、「学 習 と技 能 セクタ
ー」という表 現をあえて 用い る研 究 者も見られるが[Liz,2007]
、本 稿 では 、継 続 教 育も含 んで 生 涯 学習 セ クタ
ーと表 記す ることとしたい 。
1 。 生 涯 学 習 セ ク タ ー に お け る 指 導 者 養 成 に
関 す る 政 策 動 向
2012 年 、イギリス政 府 は 、継 続 教 育 及 び 職 能 教 育
に お ける 教 員 の 専 門 性 を 高 めるた め の 近 年 の 施 策
がうまく機 能 して い るか どうか を 検 討 す る 目 的 で 、リ
ン グフィー ルド 卿(Lord Lingfield) を座 長 とする独 立
した 委 員 会 を設 置した。 委 員 会 は 、2012 年3 月 に 第1
中 間 報 告,10 月 に は 最 終 答 申『 継 続 教 育 に お け る
専 門 性(Professionalism in Further Education) 』をま
とめた 。そ の 提 言 の 一 つ が 、教 員 資 格 の 見 直しと単
純 化 に 関す ることであった[Independent Review Panelestablished by the Minister, 2012]
。 政府 はその 提 言を
受 けて 、改 善 の ため の方 策を 公 表し 、2012 年 中 に 実
際 の 養 成 や 資 格 認 定 に 関 わってい る諸 機 関 からの 意
見 を集 約し 、2013 年9 月 に は 新し い 資 格 を 導 入 す る
予 定で あると述 べている[Service,  Learning and SkillsImprovement,
 2012]。政 府 が特 に 強い 関 心を 寄 せ て
い るの は 、継 続 教 育 カレッジ の 一 般 的な 教 育 、外 国
人 のた め の英 語 教 育 、数 学( 基 礎 的) 、そして 障 がい
を 持つ 人 々の 教 育 に 関わる教員 である。
同 様 に 政 府 の 関 心 をよく示 して い る の が 、ビ ジ ネ
ス・革新・技 能 省(Department for Business Innovation&
 Skills)によっ て 公 表 され た 技 能 基 金 機 構(SkillsFunding Agency)
作 成 の2012 年 から2015 年 にかけて の
予 算 計 画 である[Skills Funding Agency, 2012]。
2012 年 に 公 表 され た 政 策 の 方 針 は 、い ず れ も強
烈 な 市 場 原 理 に 立 ち 、職 業 技 術 の 獲 得 によ る 雇 用
対 策 と、経 済 戦 略とし ての 教 育 という捉 え方 で 一 致し
ている。そ のため に 、継 続 教 育カレッジ に対し てより高
い 自由 を与 えるた め に、 資 格 に 関 す る要 件 を 単 純 化
して、結 果 的 に 自 由 競 争 の 原 理を 貫 徹 することが 目指
されてい る。 自 由な 権 限 を与 えるということは 、 継 続 教
育 機 関 がより高 い 職 能 教 育 、す な わち 高 等 教 育を 進
めることができるということを意 味している。これ は 大 学
へ の 入 学 者 の 制 限と並 行し た政 策として 捉 え れ ば 理
解しや すい 。す な わ ち、少 数 者 の ため の 伝 統 的 な 大
学 教 育と、新 参 の 大 学 が継 続 教 育カレッジと連 携 する
形 による職 業 技 術 にシフトし た教 育 とによる高 等 教 育
にお ける複 線 的 な 教 育 政 策 の 推 進 と見ることが で きる
ので ある。 伝 統 的 な 大 学 は 研 究と政 策 提 言を 主 な仕
事として関 わり、ポリテクから昇 格した新しい大 学 は 継続
教 育カレッジとも競争もしくは 連 携しつ つ 独 自の 役 割を
確 立する必 要 に迫られていると言えよう。
こうした 見直し が 頻 繁 になされ るため 、イギリスにお
ける教 育 職 員 養 成 の動 向 を把 握 す る作 業 は 常 に情 報
の更 新 を求 められる。 生 涯 学 習 セクター に お ける教 育
政 策 の大 きな節 目 は 、2007 年 にあり、そ の間 の 詳 細 に
つ いて はすで に別 稿 で紹 介した[矢 口、2010, 2012]。2007
年9 月 、政 府 は「生 涯 学 習 セクター に お ける教
員・チ ュ ータ ー・トレ ー ナ ー 等 の た め の 専 門 職 基 準(the
Professional Standards for Teachers, Tutors and
Trainers in the Lifelong Learning Sector) 」を 施 行し、
生涯 学習 領 域 で 教 育・指 導 に 関 わる人々は 、す べて 専
門職 としての 基 準 を 満 たさなけ れ ば ならないとし た。こ
の 基 準 の 作 成 に 当たっては 、政 府 か ら依 頼を 受 け た
「英 国 ライフロング・ラ ーニング(LLUK: the LifelongLearning　UK)
」が中 心 的 な役 割 を果 たした。同 機 構
は 、す で に2004 年 か ら 専 門 職 基 準 の 開 発 を 進 め
て きて い た が 、2007 年 か ら導入 され た 教 育 職 の 資 格
に関 する新しい 政 策 に対 応し 、さらにOFSTED の期 待
する明 確 な 基 準 の 記 述 という要 求 に応 え ようとしたもの
である1。
基 準 は 、生 涯 学 習 関 連 機 関・施 設 な どに 働 く教
員 、チューター 、トレ ー ナ ー などの 指 導 者 が 持 つ べ き
コンビ テンスを 明 示 したもの で 、6つ の 領 域ご とに 、3
つ の 観 点 か ら基 準 が 規 定 されて い る。6つ の 領 域 と
は 、A: 専 門 職 として重 視 する価 値 と実 践 、B: 学 習と
教 育 、C:専 門 的 学 習と教 育、D: 教 育 計 画 、E: 学 習 の
評 価 、F:さらなる学 習 の 継 続 と展 開 、で あり、そ れぞ れ
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で 問 わ れ る3つ の 観 点 とは 、展 望(S  ＝Scope) 、知 識(K
＝Knowledge) 、実 践(P=Practice) である。
さらに 、生 涯 学 習 セクター に働く教 員 の養 成 につ い
ては 、大 学 やカレッジ にお ける教 員 養 成 課 程 の 科 目、
テキスト、教 育 方 法な どにつ い ても 紹 介をしてきた[矢
口、2011]。学 校 教 育 政 策 に 比 べてや や 複 雑 で わかり
にくいこともあり、2012 年 の 科 学 研 究 費 補 助 金 報 告 書
にて、資 格 のレベ ル と養 成 機 関につ いての概 念図 の作
成 を試 みた が、そ の 後 得られ た情 報 から2政 府 の 意 図
してい る方 向 性 と実 態 の 差 などを反 映し修 正したもの
が 、図1 であ る。その 解 説 は 、前 掲 報 告 書 とや や 重 複
するが、次 の 通りである[矢 口、2012]。
16 歳で の義 務教 育 終 了 後 、大 学 進 学 準備 のため のA
レ ベ ル と呼 ば れる課 程を 持 つ 機 関 に進 学 す る者と、
職 業 教 育 に 進 む 者 、職 につ きな がらの 訓 練 を受 ける
者とに 分か れる。A レ ベ ルコー スは 、中 等 教 育 機 関付
設 のところと、 単独 のシックスフォ ーム・カレッジ 、そし
て 継 続 教 育カレッジ が 主な 提 供 機 関で ある。 通 常2 年
間ここで 学 び 、希 望 す る大 学 の 求 める科 目 で 共 通 試
験を受 けることになる。
継 続 教 育カレッジ には 、A レ ベ ルコ ースの ほ か に 、
多 様 な 職 業 教 育 コース及び 一 般 教 養 コースが 用 意さ
れて い るため に 、14 歳 以 上 高 齢 者 まで が 通 う。継 続
教 育カレッジ は 、義 務 教 育 から接 続 する意 味 で 若 者 た
めの 学 習 の「継 続 」という名前 が 当てられてきたのである
が、生 涯 に わたる学習 の「継 続 」を 支える成 人の ための
機 関として多 様なコースを提 供してい る。 2012年12 月現
在 、イングランド だ けで340 以 上 の 継 続 教 育カレッジ が
あり、約300 万人を超 える人 々に学 習 機 会を 提 供してい
る。
高 等 教 育セクターで のレベ ル 記 述(Framework forHigher Education Qualifications:FHEQ)
は、シックスフ
ォーム・カレッジ で 高 等 教 育入 学 資 格 を取 得したレ ベ
ル4 から始まり、大 学 等で の 学習 は 、ファウンデ ーション
学 位 でレ ベル5 、学 部 修 了 でレ ベル6 、修 士課 程 がレ
ベ ル7 、博 士 課 程 がレ ベ ル8 ということになってい る。図1
に示したように、継 続 教 育カレッジもまた高 等 教 育 を
提 供してい る。そ のため の補 助 金 は 高 等 教 育 基 金カウ
ンシル(HEFCE の:Higher Education Funding Councilfor England)
から提 供 されてい るが、直接 の場 合と連
携している高 等 教 育 機 関 、すな わち大 学を 通じて受 け
る場 合とがある。そ の結 果 、大 学 の 数 に匹 敵 する数
の 継 続 教 育カレッジ がそ の 資 金 提 供 を受 けてい ると
される≒
義 務教 育 終了 後、すぐ に見習 いとして仕 事 に就いたり、
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働きな がらパ ートタイムで 学 ぶ 職 業 教 育 のコースも 数 え
切 れ ない ほど用 意されて い る。そ れ らのコースは 、継
続 教 育カレッジ も含 む 図 の 右 領 域 をす べてカバ ー する
もので ある。生 涯 学習 セクター の 学 習 機 会は 、外 国 人
のた めの 英 語 や 義 務 教 育を 修 了して い ない 人々 のた
めの「入 門 」レベ ル か ら始 まり、中 等 教 育 段 階 にあ るレ
ベル1 と2 や 中 等 教 育 終了 後 の 段 階 を指 すレベ ル3 の
コースも準 備 されてい る。
い っ た ん 職 に 就 くと、今 度 は 生 涯 職 能 開 発(Continuing
Professional Development: CPD) のライン
に入り、レベ ル4 から8まで のコースが 多 様な機 関 によって
準 備されて いることになって いるが、実際 のところ、職 業
資 格 に 関して はレベ ル6 まで が 現 実 的 で あ るとい う4.
図1 の右 半 分 に当 たる職 業 資 格 につ いて は、図 に も入
れ 込 んだシ ティ＆ ギルド のように500 以 上 の資 格を 認 定
して い る機 関 やBTEC など、あ る い は 専 門 的 な 領 域
に お い て 資 格 の 認 定 を 行 う全 国 保 育 士 検 定 協 会(National
Nursery Examination Board:NNEB)
や 、子どもケア・教 育資 格 協 会(Council for Awards inChildren's Care and Education: CACHE)
などが多 様な
コースを提 供してい る。これらのコースの中 に は、大 学
と連 携したアカデミックな資 格 もある。
生 涯 学 習 セクターは 図1 に 示したように 、多 様 な 教 育
機 関 によって 成り立って いる。学 校 を出 てからも、人々
は 近 隣 にあ る継 続 教 育カレッジ や 成 人 学 校 、通 信 教
育、職 能 団 体 の 提 供 するコースなどで 職 業 資格 をレベ
ル アップし続 け、趣 味 や 教 養を高 める学 びをし 続 ける。
そこに は 、チューター 等 と呼 ば れ る教 師 がお り、そ の教
師 たちは 国 の定 め た資 格 を 持 つことが求 められ る。そ
の資 格 取 得 を 目指して、継 続 教 育カレッジや 大 学 で 学
ぶ とい うことになる。多くの 大 学 に 、生 涯 学 習 セクター
の 教 員を 養 成 するコースが 学 校 教 員 の 養 成 と同じよう
に 置 か れてい る。同 時 に、学習 機 会 を提 供して い る民
間 の 機 関 が 、大 学 等 と連 携しな がら資 格 を 出す。学 び
を支 える人 々が 、何 層もの広 がりを持 ち、そ れ ぞ れ が 学
び 手で あり教 える側 でもあ るという生 涯 学習 の仕 組 み
がつくられてきてい る。
そうし た仕 組 み の中 心 にあって 地 域 の センターとして
の 役 割を 担ってい る大 学 の 一 つ にセントラル ラ ン カシ
ャー 大学(University of Central Lancashire: UCLAN)
か おる。北 西 イングランドの 広 範 な 地 域 に 存 在 す る継
続 教 育カレッジと協 定を 結 び 、20年 以 上 前 から教 育 提
供 の 仕 組 み づくりを重 ね 現 在 に至 る。以 下 に事 例とし
て 取り上 げ、詳しく見て いくことに する。
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図1 教育セクターと資格レベルの関係(試案2)
2 。セ ン ト ラ ル ・ラ ン カ シ ャ ー 大 学 と 継 続 教 育 カ
レ ッ ジ の パ ート ナ ー シ ップ の 構 造
(1) セントラル・ランランカシャー 大 学 に お ける生 涯
学習 セクター の 教 員養 成
セントラル・ランカシャー 大 学 は 、マン チェ スター 北 部
のプ レストンに 拠 点 を 置きカンブ リア 地 域 とウェ ールズ
など にもキャン パスを持 つ 総 合 大 学 で、500 以 上 の 学
部 のコ ースと180 ほどの 大 学 院 のコ ースを持 つ。 2012
年12 月 現 在 の 学 生 数 は 約35,000 人 とい うイングランド
北 西 部 最 大 の 規 模 を 誇 る大 学 で あ る。大 学 としての
チ ャー ター は1992 年 の 法 律 に よって 高 等 職 業 専 門 学
校 から格 上 げされ たい わゆるモダン 大 学 に 属 するが、
もともとは 、1828年 に「知 識 普及 機 関(the Institute forDiffusion of Knowledge)
」という名 称 で、周 辺 地 域 の人
々 に 教 養 を 提 供 するた め の私 立 の 教 育 機 関として 設
立 され た。ここで 紹 介 する情 報 の 多くは 、2011 年2 月及
び2012 年9 月 に訪 問して実 施したインタビュー 時 に 提 供
を受 け たものである6．
表1 は、同 大 学 で 提 供 されてい る生 涯 学 習 セクター
の教 員 養 成 に 関 わるコースの 一 覧 である。コ ースの 中
には 、学 部レ ベ ル、学 部 優 等レ ベ ル、大 学 院1 年 コー
ス相 当レベ ル 、修 士レ ベ ル、博 士レベ ル の 各レ ベ ル が
含 ま れ 、先 の図1 に示 したレベ ル4 ～レベ ル8 まで す べ
て 準 備 されて いる。このうち大 学 院レベ ル のコ ースは 、
大 学 の キャンパスで 指 導され るが、そ れ 以 外 のコース
に は 、ほとんどが「連 携 機 関 にて 実 施 」と表 示 されて い
る。
(2) セントラル・ランカシャ ー大 学 と継 続 教 育カレッジ
の 連 携 による教 育シ ステム
セントラル・ランカシャ ー 大 学 によって開 発 されて きた
生 涯 学習 セクター の 教 員 養 成 システムは 、他 の 大 学 と
比 べてもか なりユ ニー クである。大 学 側 教 育プ ログラム
の中 核 を担うアリソン・バ ートン が、筆 者 によるインタビュ
ー に答えて作 成してくれ た手 書 きの ペー パ ー7を 基 に作
り興して みた の が図2 で あ る。こ れ に よると、大 学 は 連
携 する継 続 教 育カレッジを 地 域 ごとに4ブ ロックに 分け
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表1 セントラル・ランカシャー 大 学 にお ける教 育 学 のコース(HP より)
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Certificate in Education (Lifelong Learning), Cert　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F&P
Children,  Schools and Families, BA（Hons ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F&P
ESOL Subject Specialist
(English  for Speakers of Other Languages), AdvCert　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P
Facilitating Learning in Healthcare Practice, AdvCert　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P
Education  (Major/Joint/Minor), Comb Hons　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F&P
Education Studies, BA（HonS ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 F&P
(PGCE)POSt Graduate Certificate in Education (Lifelong Learning),  PGCert　　　　　　　　　　　　　　　　F&P
Adult Literacy Subject Specialist, AdvCert　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P
Certificate in Education and PGCE Lifelong Learning Sector (ESOL)English for Speakers of Other Languages, Cert　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
P
Certificate in Education and PGCE Lifelong Learning Sector (Literacy), Cert　　　　　　　　　　　　　　　　　P
Education  (Research), MA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P
Education and Culture, MA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F
Physical Education  and School Sport, MA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F&P
Professional Practice in Education, Med　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P
Professional Practice with Children and Young People, MA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P
Doctorate in Education, Professional Doctorate　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P
（＊ 表 の右 のP ＝ パートタイムF ＝フルタイムのコースを表してい る。）
て 考えて いる。す なわち、カンブ リア地 域 に属 するカー
ライル、ケンダル、ファーネス 、レイクスの 各カレッジ、西
ランカ シャー に位 置 するサウスポート、ウィガ ン＆レイ、ヒ
ュー ベ イアド、ウェ スト・ラン カシャー の4 カレッジ、東 南
のブ ラックバ ーン、バ ーンレイ、ランショウの3カレッジ、そ
してや や 北側 のマイヤ ーズコー 、ランカスター＆ ムアカ
ムの2 カレッジ、合 計13カレッジ が パ ートナ ーとなる。全
カレッジ が 、自らのキャンパスを 会 場として、セントラル・
ランカシャ ー大 学 による教 員 養 成 のた めの 諸 コースを
開設し、教 師 教 育受 講 生(Trainee teachers)を募 る。応
募 するの は、今 後 生 涯 学 習 セクターで 教 えることを目指
して いる人 、さらに 上の 資 格 取 得 を目 指 す人 々となる。
この 受 講 生 に はそ のままセントラル・ランカ シャー 大 学
の 学 生 とい う身 分 が 与えられ る。で は 、誰 が 指 導 す る
の かというと、各カレッジ が雇 用してい る専 任 教 員 たち
であり、「教 師 教 育 者(Teacher educators) 」と呼 ば れ る。
大変 複 雑 な仕 組 みで あり、学 生 たちは受 講 料をどこ
に 支 払うのかということや 、教 育 内 容 の 質 は 誰 が 保 障
するのか 、大 学 と継 続 教 育カレッジの 両 方 に在 籍 する
のか 、というような 点 で わかりにくさかおる。そ れぞ れ に
つ いて述 べて みたい 。
まず、学 生 たちは 大 学 へ の入 学となり、授 業 料 はい
った ん す べて 大 学 に 納 められ たのち 、そ の8 割 が 大 学
を 通じて 継 続 教 育カレッジ に支 払 わ れるという。し た が
って大 学 の 収 入 は2 割 ということになる。 2012年、イギジ
スで は 新 政 権 が大 学 の授 業 料をそ れまでの 年3,00Q ポ
ンドか ら最 高9,000 ポンド まで 値 上 げ すると発 表し、大
きな 議 論 を 呼 んだ 。つ まり、大 学 生I 人 当たりにつ い て
国 が負 担してい た補 助 金 を全 額 廃 止するというもので、
その 分 の 補 てん は 大 学 の 努力 に ゆだ ねられ ることに な
った 。最 悪 、全 額 を 学 生 からの 授 業 料で 賄 うことに な
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れ ば 、9.000ポンドという数 字 が出 てくるので ある。労 働
党 政 権 下、人々 の 高 等 教 育 へ の 進 学 を 推 奨して 来 た
政 策 を転 換し 、制 限 をか ける方 向 に 転じたとの 見 方も
なされてい る8．こうした 情 勢 にあって、このカレッジ で の
高 等 教 育 の 授 業 料 は かなり低 額 となる。例 え ば、カ ー
ライル・カレッジの 場 合、1,650ポンド～5.900 ポンド に抑
えられ 、地 元 のカレッジ で、セントラル・ラン カシャー 大
学 のコ ースを 受 講 するということは、経 済的 に厳しい 学
生 にとって は 朗 報であるとうたってい る9。
次 に 、教 育 の 質 に つ いて である。 教 員 養 成 は 高 等
教 育 機 関 によって 修 了 資 格 が 出され るため 、継 続 教
育カレッジ には その 権 限 は なく、連 携 する大 学 が 認 定
する。つ まり、大 学 がそ の教 育 内 容 と質 につ い ては 全
面 的 に責 任 を負 わな けれ ば ならない 。その ため、国 の
定 め る基 準 に 準 拠し たカリキュラムを開 発し 、教 育 上
の 資 料 等 とセットにして 各カレッジ の 教 師 教 育 者 に 提
供 するの が 大 学 の役 割 となる。この モデ ル で は 、約50
名 ほど の 専 任 の教 師 教 育 者 が おり、そ れ ぞ れ 専門 的
な職 業 能 力 を 買 わ れ て 雇 用 されて い たり、大 学 教 育
等 のアカデミックな経 歴 を持ってい たりバックグランド は
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多 様 である。大 学 にお け る担 当 者 は 、彼 らへ の 情 報
提 供 や 研 修 、具 体 的 なコ ースで の 指 導 にっ い て のア
ドバ イス等 、求 め に応じてあらゆる支援 を行うという。さ
らに 、教 師 教 育 者 た ちが なか な か 把 握 する余 裕 の な
い 教 育 政 策 の動 向や 、新しい 教 育 の ため の 理 論 と原
理 など につ い て の調 査と実 践 に 向 け た助 言を 大 学 の
担 当 者 が 担うことで 、コースの 質を保 つことが 出 来 ると
される。
(3) 教 師 教 育者 と大 学 教員 の責 任
続 い て 、教 師 教 育 者 へ の 大 学 教 員 による支 援 がど
のような 形 で 行 わ れてい るか を 見て いく。 教 師 教 育 者
たちは 、大 学と密 接 な 連 絡を 取りな がら、大 学 の 開 発
し た教 材 を 用い つ つ 、各カレッジを 会 場として 教 師 教
育受 講 生 の 指 導 にあたる。セントラル・ランカシ ャー 大
学で は 、アリソン・バ ートン とメアリー・オスマ ストン の 二
人が 教 師 教 育 者 の対 応を する。
教 師 教 育 者50 名 に 対して、1 年 に8 回 ほど、 大 学 に
よる研 修を 実 施 する。研 修 のテ ー マ は 、 大 学 側 が 日
常的 に受 け 止 めてい る教 師 教 育 者 の 声 に 対 応 する内
容で 準 備され ることもある。 大 学 教 員 は 、提 起 され た
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educators
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図2 セントラル・ランカシャー 大 学と継 続 教 育カレッジとの連 携イメー ジ
生涯学習セクターの指 導者養成 における大学の役割
課 題 にこたえるため に 、最 新 の理 論を わ かりや すく説
明 す るととも に、 個 別 の質 問 や 資 料 の 要 求 にも応 え
る。また、カレッジを訪 問し 観 察 参 加 す る時 には 、別
のカレッジ の 教 師 教育 者 を 同行 することで 、互い の 実
践 から学 び あう機 会を多く提 供してい る10。
こうし た支 援 をす るにあ たり、大 学 の 担 当 者 バ ートン
は 指 針 を 作 成し 、手 元 に 置き 、他 の 担 当 者 と共 有し
ているという。「わ れ わ れの 実 践 の価 値 と理 念(Valuesand ideas that underpin our
practice)」と名 付 けられ た指
針 の 概要 を紹 介 する[Barton,   2012]。以 下 ①から④の
指 針 は 、大 学 の 担 当 教員 がこの 仕 組 み の中 で 果 たす
べき役 割を 整 理し たもの である。
① 資 格 を 記 述 する責任: 教 師 教 育 者 に 提 供 するカ
リキュラムの 枠 組 みや 教 育 内 容 、教 材 等 の開 発 を
進 め、国 の求 める基 準 に合 致 するように する責 任 を
有 する。そして、それ ぞ れ の資 格 につ いて 充 分 に満
たし ていると対 外的 に記 述 する責 任 を有する。
② 発 達 を支 援 する「庭 師(Gardener) 」としての 役 割:
直 接 指 導を する 教 師 教 育 者50 人 と、そ の 指 導 のも
とでコ ースに 参加してい る1,000人 余りの受 講 者 が、
そ れ ぞ れ に充 分 に能 力 を 開 花 させることが 出 来 る
ように 支 える責 任 を有 する。特 に、そ れ ぞ れ が 自由
に自分 の花 を 咲 か せることが 出 来るように 、地 下 の
根 に対 する水や りや 養 分 の 補 給 に 当たるのが 、理
論 や 学 説 の 紹 介 である。そしてネットフーグで きるよ
うに 繋ぐ役 割 を持 つ。政 策 動 向など 変化 する環 境
へ の対 応 を促 す 役 割もある。
Trainee teachers
教師教育受講生
L ＝。
students
学習者
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③ 研 究 的 な 活 動 を開 発 する:ジャー ナル の刊 行 を
継 続し、生 涯 学 習セクター にありながら高 等 教 育 を
提 供する人々のアカデミックな力を高める努力 をする。
これ まで 継 続 教 育 セクター に 対して は 外 部 か らの
指 導 が 多くなされてきた が、内 部 でも研 究 に 基 づく
教 育 活 動 が出 来ることを内 外 に 示 す。
④ 継 続 教 育と高 等 教 育 の 交 流 と新 たな 空 間 の創
造: 職 業 教 育 のため の継 続 教 育とアカデミックな 高
等 教 育とが単 に 相 互 交 流 するというだけ で は なく、
クラスもしくは コースという具体 的 な空 間 を共 に 作り
上 げることで、双 方 が 持 つ 専門 性 の 相 乗 的 な 発 展
を 目指 肌
以上のような認識を共有することで、大学は継 続教
育カレッジとの連携によるコースにおいて、高等 教育
機関としての責任を果たしているのである。
(4) 教師教育受講生の学びとジャーナルの刊行
図3に示したように、教師教育受講生と表現されて
いる受講生とは、医療関係、福祉 関係、消防、警
察、などの公的サービスに関わる職にある人々、継続
教育カレッジに資格や趣味の学習、高等教育のため
の受験準備など多様な理由で通ってくる地域の若者
と成人たちを教える立場にある人々、さらには、民間
の非営利団体で活動する人々や、一般の会社員まで
がこの中に含まれている。毎年、13のカレッジで合計1,000
人以上の受講生が、セントラル・ランカシャー大
学の学生として教師教育コースに参加している。
大学生の身分を得た教師教育受講生はいろいろな
NHS(保健師、看護師、介護士、その他健康・保健領
域ワーカー)
Forces(軍隊)
Fire(消防関係者)
Industries(民間企業)
Schools(各種学校)
Police(警察関係者)
Colleges (FEカレッジ、その他のカレッジ)
Voluntary (ボランティア団体関係)
つ
犬 ニ〕
教 師もしくはリーダ ーとして教 育
活 動や 指 導 的役 割を担う
図3 教師教育コースの受講生
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レベ ル のコー ス(パ ートタイムとフル タイム) の 中 から 自
分 の 事 情 に 合 致し たコ ー スを受 講 する。フル タイムか
パ ートタイムか の 選 択 は受 講 生 の 経 済的 及 び 職 業 的
な 状 況 に よる が、受 講 生 は 、教 師とし て の 仕 事 に 既
につ いて いる者(in-service)と、これ から就こうとして 者(pre-service)
とに 大 別され る。 前 者 は す で にどこか の
機 関 に雇 用されて おり、雇 用 主 から教 員として の資 格
を取るように 求 められ てコ ースに 登録 する。そ の場 合 、
費 用 は 雇 用 主 が 支払 うこともあるし、各 種 奨 学 金 など
も利 用 できる。また 、当 該コー スが 置 かれ ているカレッ
ジ に 雇 用 され ている場 合 には 、受 講 料 は 半 額 に 減 額
されるという。カレッジで 開か れてい る何 か の科 目の 専
門 家 や 、保 健・医 療・福 祉 分 野 のスタッフ 、軍 人 、消
防 や 警 察 など の 公 共 サ ービ スに 関わ るも の 、民 間 団
体で 運 動 に 関 わる人 、大 工 や ヘ ア・ドレッサ ーな どの
技 能を 持っ てい て継 続 教 育 カレッジ のチ ュータ ーをし
て い る人 等 々 、多 様 な 専 門 的 力 量 を 持 つ 人 々 が 、
「 教 える」とい うことに 関 わる学 び を 通じ て、生 涯 学 習
セクター の 教 員 資 格 及び そ の 向 上を 求 めてい る。
コースを始 めるにあたって、大 学 教 員 は 、成 人であ る
多くの 学 生 たち に、な ぜ 大 学 で 学 ぶ 必 要があるの かを
説 明 するときに は、「あなたは 自分 がやっていることにつ
いて十 分 に 理 解していない ので、この 大 学で 学 ぶ 必 要
があるの だ」とは 決して 言 わな いと、オスマストン 先 生 は
強 調 した。そうした 表 現 に代 えて、「あ なた には 十 分 な
経 験 というリソースがある。あ なたに は スキル がある。し
かし、そ れ を 教 える上で『プ ロフェッショナル 』にな れ る
ように、私 たち が 手 伝 わ せて い ただく」というように語 り
か けるというII。
そして、教 えることに 関 わる職 業 を持ってい る成 人 が
「大 学 で 学 ぶ」ことの 意 味 を深く探 り、日常の 実 践 的 課
題 に 応 えるような 理 論 や 原 理 を見 出し、実 践 に応 用 す
るた め の方 法 論 を 考える道 筋 を 大 切 にして い る。そ の
集 約 として、「自 分 の職 業 経 験を振り返り、書く」とい う教
育 を 行ってお り、アジソン・バ ートン が 中 心となり、受 講
者 の 書 きあ げ た 論 文を 集 めて 大 学 のジャーナル『鏡 の
国 ヘ ー義 務 教 育以 降 の 教 育 に関 する省 察に よる研 究(Through
the Looking Glass; Reflective Research in
Post Compulsory Education)J'^ として 編 集し、一 般 に
公 開している[University of Central Lancashire, 2006-2012]
。2006 年 から年1～2 回 刊 行されてきたジャー ナル
は、2012 年 に は 第7 号 の 刊 行をみ た。最 新 号 に掲 載さ
れ た 論 文の「タイトル 」と執 筆 者(仕 事 内 容)をい くつか 紹
介 する[University of Central Lancashire, 2012]。
「宿 題 クラブJF.ラン ク( 数 学 のチ ュー ター) 、「フ
リー・レ ーン"iD ノレショートン( 馬 の 世 話 の チュー タ
ー) 、「さあ 準 備して 勉 強を始 めようJB.J.パ ワー ズ(
ヘ アドレッシン グのチュー ター) 、「共 通ゴ ー ル を達
成 するた めの 共 同JA. クック(森 林 科 学 の 講 師) 、
「あなた にとっ ての 音 楽"JJ. ジ メノ( 自動 車 に つ い
て のチュー ター) 、「 建 築 はチ ー ムゲ ーム''IS.エル
ダ ー( ブロック積 み チュー ター) 、「だって 私 たち は
子 どもじゃ ない 一子 ども中 心 の 教 育 方 法 は 成 人 に
有 効 か。JA. ブ ラッド ショウ( 心 理 学 の 講 師) 、「社
会 福 祉 にお ける演 劇 による訓 練 の 有 効 性 皿トラビ
ス(訓 練 官) 、『 捜 査を 見る一 教 室 で 解 決 の 糸 口を
発 見 するJM. ワーシントン( 犯 罪 捜 査 訓 練 士)
内 容 は 自分 の 担 当 す るコー スの 教 育 方 法 論 に 関 す
るアクションリサ ーチ と、専 門 の 科 目 に 関 す る 分 析 が
中 心である。かっこ内 に 示した 執 筆 者 の 肩 書 か ら理 解
されるように 、継 続 教 育カレッジ のチュ ーター か ら高等
教育 の 講 師 、社 会 福 祉や 警 察などの 内 部 で の 訓練 担
当者 等 、実 に 多 様 な仕 事 に 関 わる人 々 が 、「 教え る」
ということに 関 わる研 究 調 査を行 い 、そ れを論 文として
の形 式を 整 えて 書 き上げ て いる。この ジャー ナ ル は 、
後 輩 の学 び に 役 立 つ 参 考 資 料として だけで なく、現 在
では 、他 大 学 からの注 文も多くあり16、生 涯 学 習 セクタ
ー にお けるアカデミック・リサ ーチ の モデ ル ともなっ てい
る。
プ レ・サ ービスのコ ー スを修 了した 学 生 だも の 約 半
数 は 、継 続 教 育 関 連 の 教 員として 、パ ートで あるい は
フル タイムで 働 い てい る。 希 望 はもっと多 い が そ れ ほ
ど求 人 は 多くない 。また 、こうし た学 習 者 の 皆 が 教 員
として 働きたい わけで はない ともいう。 自 分 が 専 門 的 な
仕 事 をしていることに対 す る誇りや 、大 学で 学 ぶことを
通じて 職 業 人としてより成 長し たい と願っ てい る人も、
実 は 多 いそうだ。この点 でも、 自らの 体 験を 照 らしだし
て学 ぶ 方 法 は 有 効性 を発 揮 する。
3 。 生 涯 職 能 開 発 と 実 践 家 の た め の ア カ デ ミ
ッ ク ・ リ サ ー チ
継 続 教 育 カレッジが 大 学と連 携して 高等 教 育 を提 供
する仕 組 み がさらに 拡 大 するとなれ ば 、担 当 教 員 は 大
学レ ベ ル の 教 育を 提 供 できるだ けの 研 究 者 としての 力
をつ けなけ れ ばならない 。その ため には 、パ ートタイム
で 大学 院レ ベ ル のコ ースに 通い 、そこで 学位 を取 ると
いう道 がある。これ は 、イギリスの 各 大 学 で 実 施され て
い ることで あり、 日 本 の 教 職 大 学 院 の発 想とも類 似 し
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てい る。
もうひとつ は 、セントラル・ラン カシャー 大 学 の 仕 組
みか ら導 き出される 実 践でもあるのだ が 、身 分 的 に は
継 続 教 育 カレ ッジ に属し 、連 携 する 大 学 の 教 員 と「生
涯 学 習 セクター の 指 導 者 養 成 に 関 わる 同 僚 」とし ての
共 同 性 を維 持 しな がら、プ ロジ ェクトや 教 材 作 成 の過
程 に 関 わり、アカデ ミックな 文 章 を 作成 す る経 験 を重
ねるという方 法がある。す で に特 定 の 専 門 分 野 で充 分
な 資 格 と経 験 を 有 す る指 導 者 に は 、こ の方 法 が 現 実
的 である。
前 項 で 紹 介したジ ャー ナ ル を作 成 す る過 程 で 、多
くの 教 師 教 育 者 た ち は 受 講 者 の 論 文 作 成 を 支 援し
た。そ のことを通じて、同じようにアカデミックな研 究方
法 を 用い て 、自らの 教 育 実 践 を検 証し てみ たい という
思 い を持 つようになっ たそうだ。 その 結 果 生 み 出 され
た の が『過 去を 振り返り、前 に進 む 一 教 師 教 育 者 とし
ての 実 践 の省 察(Looking back and moving foi-ward;Reflecting on our practice as teacher educators)
』であ
る。ここに は 、連 携し てい る継 続 教 育 カレッジ で 教 師
教 育 に 関 わるll名 と大 学 教 員2 名 が 、論 文を 寄せ てい
る[Yvon,  Appleby; Concetta, Banks  ed・,2009]。
以 上 のような 研 究 と教 育 実践 の統 合 を 目指 した取り
組 みは 、セントラル・ランカシャー 大 学2009 年 発 行 によ
る『 教 育 学 研 究 のため のUCLAN ガイド(UCLAN Guideto Pedagogic research)
』という小 さな 冊 子 の刊 行 をもた
らした 。これ は 、同 大 学の イヴォン・アップ ル パ イ氏 がy
ー ダ ーとなって 、異なる領 域 の8 人 の 大 学 教 員 ととも
に 作 成したガ イドブックで 、修 士 論 文や 博 士 論 文 を作
成しようと取り組 む 院 生 だけで なく、大 学で す で に教 え
てい る教 員 自身 が 学位 論 文 を作 成 す る際 にも役 に 立
つ ように構 成 され ている。特 定 分 野 の 専 門 家として長
い キャリアを 持 つ 人 でも、学 術 的な 論 文 を 作 成 とする
とな れ ば 、調 査 方 法 や 資 料 の 扱い など の 基 礎 訓 練 を
受 けて 、アカデ ミック・スキル を身 に つけることが 必 要と
なる。このガ イドブ ックは その 過 程 を分 かりや すく説 明
したものであり、有 効 に活 用 され 続 け てい る[UCLAN,2010]
。
このように 順 調 に進 ん で きた か に 見 える 取り組 み で
はあるが 、大 学 内 外 からの反 発もあるとい う。例 えば 、
古くか らあるアカ デミックな 伝 統 に 立つ 大 学 は 、こうし
た 実 践的 な指 導 に つい て積 極 的で はないという。 自分
たち のリサ ーチ と学 生 の経 験 とは 関係 ないもの であり、
学 生 によるこうした 職 業 や 人 生 へ の 省 察を 文 字 にして
いくような 論 文 作 成 は 研 究 の場 である大 学 には 相 応し
くないという考 えも、根 強く見られるという17.
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政 府 が 授 業 料 の 引 き上 げ による 大 学 入 学 者 の コン
トロー ル を 試 み 、継 続 教 育カレ ッジ による職 業 教 育と
技 能レベ ル の 向 上 策 を 打 ち 出し 、補 助 金 を調 整 しな
がら競 争 的な 環 境 の 下で のよりハ イレベ ル の雇 用 者 教
育 に躍 起 になってい る中 、既 にセントラル・ランカ シャ
ー 大学 で は 、15年 から20 年 という時 間 をかけ て、 高 等
教 育 機 関の 責任 にお い て 、生 涯 学 習 セ クター に 働く
教 師 た ちの養 成を継 続 教 育カレッジと連 携 して進 める
という実 践を 重 ね てきて い た。生 涯 学 習 セ クター に 働
く指 導 者 だもの 教 員としての 資 格 取得 から、生 涯 職 能
開 発 のラインに 沿ったレベ ル アップ の た め の 場として
の役 割を果 たしてきており、教 育 内 容 や 成 果 の公 開に
も積 極 的 に 力を 入 れ 、独 自システムの 定 着 に 向け て 、
絶 え ず 努 力 を重 ね ている。本 稿 で はそ の 現 状 の 一 部
を紹 介 することができた。
日本 で は、継 続 教 育という概 念 に一 致 する場が 見 当
たらす、職 業 教 育 は 一 般 に専 門 の 高 校 や 各 種 学 校 、
専 門 学 校 で 実 施され 、学 校 教 育 制 度 に 属 する。学 卒
後 の成 人 に対しては 専門ごとの職 能 団 体 に よる資 格 付
与 と研 修 が一 般 的 であり、また 企 業 内 教 育 や 職 場 内
研 修 に ゆだ ね られてい る部 分 が 大きい 。そうした 場 で
の 新 人 研 修 や 各 種研 修 、そして地 域 貢 献 の機 会 など
に 指 導 的 な 立 場 に 立つ人々 には 、教 員としての資 格 は
求 められて いない 。それ ぞ れ の職 域で 必 要と認 め る知
識 や 技 能 があ れ ば 、誰でも 教 える役 割 を取ることが 出
来 る。産 業 界 には 、業 種ご とのイン ストラクター の 資 格
などを 置い ており、それ を一 定 の目安として指 導 者 を 養
成してい るところ が多くみられ るが 、そうした 人々が 成 人
教 授 理 論 を 学んでい るとは 限らない。むしろ 専 門 領 域
にお ける知 識と技 能 があ れ ばよいとされる。
これ に対してイギリスに お ける生 涯 学 習 領 域 の 一 番
大 きな違 い は 、どのような 専 門 領 域 であ れ 、人 に 何 か
を 教 えるに は「教 えるとい うこと」に つ い て の 専 門 的 な
力 量 を求 めてい るということである。そ の 専 門 性を 身 に
つ ける際 、最も身 近 なところ が継 続 教 育カレッジという
ことに なる。さらにそ のカレッジ で 教え るた め の資 格 が
義 務 化 され た ため に 、大 学 を 代 表 とす る高 等教 育 機
関 が そ の 養 成 を担 って いる が 、学 校 教 員 の 養 成 とは
異 なり、既 にな に がしか の 専 門 性 を持っ てい る人 々 に
「教 えるということ」を 学 ぶ 機 会 を提 供 す るため の 理 論
と実 践は 、お の ずとアプ ローチも異 なっ てくる。そ の仕
組 み の 開 発もまた大 学 の 役 割として 期 待 され てい るの
である。 日 英 の 教 育 制 度 の 違い から、単 純 な 応 用 は
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出来ないと思われるが、日本における社会教育・生涯
学習セクターでも、地域や職場で成人に「教える」ある
いは「学びを支援する」立場にある人々の専門性開発
のためのコースとそれに随伴する資格の制定が検討さ
れ続けている[日本社会教育学会, 2009]" ．本稿がそ
の参考になればと願う。
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2012 年9 月14 日に実 施した セントラル・ランカ シャ
ー 大 学 で のインタビュー 調 査 より。同 大 学 教 育 社
会 学 部 にお ける研 究 調 査リーダ ーで あるイボン・
アップ ルパ イ(Yvon Appleby) 、継 続 教 育 カレッジ
との連 携 の大 学 側 担 当 者 であ る、アリソン・バ ー
トン(Alison Barton) 、メアリー・オスマストン(MaryOsmaston)
の 各 氏が 対 応してくださった。
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5
6
7
8
9
10
11
12
生涯 学習セクター の指 導 者養成における大 学の役 割
高 等 教 育 基 金 カウンシル ホームペ ージ に は 、継
続 教 育 カレ ッジ に お ける高 等 教 育 の 拡 大 がうた
わ れてる。
同 上
試 案1 は 、引 用 文 献 に 掲 載した 矢 口に よる科 研
費 の 報 告 書 に掲 載した 図であ る。
2011 年2 月の 訪 問 は 、科 学 研 究 費 補 助 金 による
基 盤 研 究(c)「イギリスにお ける子育 て 支援と成 人
教 育 の地 域 的 統 合を支 えるワーカー 職 の研 究」(
矢 口 悦 子 代 表) によるも のであり、教 員 養 成 に
関 わる8 人の 教 師 が対 応してくれ た。そ の成 果 に
つ いて は 、2012 年3 月 刊 行 の 報 告 書 に まとめて
掲 載した。
前 掲2 参 照。
2010 年 に 政 権 に就 いた 政 府 は 、そ の10月に は 大
学 の授 業 料 を、2012 年 度 から当時 の3,000 ポンド
から最 低 でも7,000ポンド まで 値 上 げ すると発 表し
て、大 きな議 論 を 呼ん だ 。財 政 削 減 策 の 一 環 と
して 大 学 へ の 補 助 金 の なくすということであった。
同 時 に継 続 教 育カレッジ へ の 補 助 金も25% 削 減
が 報じられ た。2012 年 度 、実際 に9,000 ポンドとな
り、経 済 的 に困 難 な 家 庭 の出 身 者 は 、特 別 な 奨
学 金を 得 なけ れ ば 大 学 に 進 学 することが出 来な
くなった。さらに 、EU 圏 外か らの 留 学 は一 層 厳し
くなり、日本 政 府 も、2012 年 秋 に、日本 か らの 留
学 生 か 学習 を続 けられるようにとの 異 例 の要 請を
行ったことは記 憶に 新しい。
カ ー ライル 功 レッジ ホ ー ムペ ー ジhttp://www.2012
年9 月 のインタビューより。
2011年2 月のインタビューより。
メインタイトル は 、1871 年 に ル イス・キャロル によ
って 出版 されたThrough  the Looking 一Glass, andWhat
 Alice Found There( 日本 語 訳 は『 鏡 の 国 の
アリス 』)か ら引 いてい る。自分 自身 の実 践を 鏡 に
映 し 出して 充 分 に 点 検 す るとい う意 味 だ け で な
く、鏡 の 国 で のアリスのように、自 分でも気 付 か な
か ったさまざまな発 見に満 ちてい るというニ ュアン
スも含 まれてい ると解 釈した。
13. 友人関係で固定化している「馬の世話をする人
々」のグループでの学習に関するアクションリサー
チである。
14. 講義中のBGM の効果に関する調査研究である。15.
受刑者教育についての現場での記録を基にして
分析したものである。
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16.    2012年9 月の インタビューでは 、刊 行 前 から申し込
み が多 数 寄 せられるということであった。
17.    2011年2 年 のインタビューより。
18. 日本 社 会 教 育 学 会 で は 、こ れ まで の 検 討 を 受
け、現 在 新 たにプ ロジェクトを組 み 、社 会 教 育 関
連 専 門 職 員 の 養 成 につ いて の 専 門 的 な検 討 を
重 ねてい る。
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